
陸上4×100ｍリレーで銅メダルを獲得しファンの声援に応える飯塚翔太選手（関連記事9・14㌻）
写真：日刊スポーツ / アフロ 

特集
第52回全日本サーフィン選手権
御前崎から全国へ
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　波のコンディションは毎回ちがい、それをどう乗
りこなすかが楽しいですね。サーフィンは自然と向
き合うことでメンタル面も磨かれます。
　今回の優勝はとてもうれしいです。周りの人が誇
らしいと言ってくれて優勝の実感が湧きました。

Cong
ratu
lat

ion
s

シニアクラス
優 勝

御前崎から全国へ第52回
全日本サーフィン選手権

　さまざまなスポーツで、全国レベルの選手を輩出している御前崎市。とりわけサーフィンは毎年のように、全国
大会へ出場している。８月に磐田市豊浜海岸で開催された第 52 回全日本サーフィン選手権には市民５人が出場し
た。中でも渡邊 圭さん（新谷区・35）がシニアクラスで優勝を果たし、市史上初のタイトル獲得となった。

渡邊 圭
（新谷区・35）

K e i  Wa t a n a b e

　サーフィンは技量や年齢など関係な
く楽しめるスポーツってところが魅力
ですね。サーフボードなどの道具を技
量に合わせ選択し、波のコンディショ
ンを見極めることでもっと楽しむこと
ができます。

＃サーフィンの魅力

＃サーフィンの魅力

山口 高志
シニアクラス５位（薄原区・39）

Ta k a s h i  Ya m a g u c h i
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　いろいろなスポーツの中で何にハマるかは人それ
ぞれ。自分はそれがサーフィンでした。今では自分
の日常です。No SURF No LIFE（サーフィンが
ない人生なんて考えられない）ですね。大きな波を
乗りこなすのはとても楽しい！

　やはり技が決まった時が一番気
持ちいいですね。サーフィンの楽
しさを実感する瞬間。波との一体
感はたまらないです。

Ya s u s h i  I wa h o r i

岩堀 靖
シニアクラス（佐倉一区・38）

K i y o s h i  M a t s u s h i t a

松下 清
マスタークラス（大山・45）

M a s a h i ro  O n o d a

小野田 政宏
支部長クラス５位（女岩区・51）

　自然との一体感が一番の魅力
です。常に動き続ける波の上を
滑る感覚は他にはないもので、
自然を全身で感じられます。

静岡２区支部長を務める小野田さんは支部長クラスに出場し５位となった。

＃サーフィンの魅力

＃サーフィンの魅力

＃サーフィンの魅力
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01 みんなで育む地域医療　「上手な医療機関のかかり方」

問い合わせ　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

　安心して生活するために「みんなで地域医療のことを考え、共に育む」ことが必要です。
　　　　　　　　　　　　「みんな」の一人が私たち「住民」です。
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３

市役所

市役所支所

－住民が地域医療を育む５つの“か”活動－
①地域の医療事情について関心（かんしん）を持ちましょう
②健康、病気、医療について学習（がくしゅう）しましょう
③健康な体（からだ）作りに取り組みましょう
④医療スタッフに感謝（かんしゃ）と敬意の気持ちを伝えま
しょう
⑤医療機関へのかかり方を見直しましょう
　１.かかりつけ医を持ちましょう
　２.症状に応じて病院・診療所にかかりましょう
　３.コンビニ受診※を控えましょう
　４.救急車をタクシー代わりに使うことをやめましょう
� （国立大学法人浜松医科大学　地域医療学講座）
※コンビニ受診
　緊急性がないと知りながらも、24時間営業のコンビニを利用す
るのと同じ感覚で、時間外（救急）外来を受診すること

医者にかかる10箇条
あなたが”いのちの主人公・からだの責任者”
①伝えたいことはメモして準備
②対話の始まりはあいさつから
③よりよい関係づくりはあなたにも責任が
④自覚症状と病歴はあなたの伝える大切な情報
⑤これからの見通しを聞きましょう
⑥その後の変化も伝える努力を
⑦大事なことはメモを取って確認
⑧納得できないときは何度でも質問を
⑨医療にも不確実なことや限界がある
⑩治療方法を決めるのはあなたです
�（認定NPO法人ささえあい医療人権センターCOML）

医療
 機関
教育
 機関

行政・
 議会

住民

     市内医療機関マップ 市内医療機関マップ

名　　称 診療科目 電話番号

市立御前崎総合病院
内科・リウマチ科・小児科・外科・整形外科・
脳神経外科・産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科・
透析・皮膚科・形成外科・麻酔科・リハビ
リテーション科

0537�8511

阿部医院 内科・小児科 0537�7001
阿部クリニック 胃腸科・外科・皮膚科 0537�7002
小野澤医院 内科・小児科・外科・婦人科・神経内科 0537�8070

くわはた整形外科 内科・整形外科・リハビリテーション科・
リウマチ科・神経内科・歯科口腔外科 0537�7100

外科胃腸外科奥村医院 内科・胃腸科・外科・整形外科・肛門科・放
射線科・麻酔科・循環器内科・消化器内科 0537�3855

池新田クリニック 内科・呼吸器内科・消化器内科・小児科 0537�1190
宮内診療所 内科・小児科・呼吸器内科・消化器内科 0537�7811

おまえざき痛みのクリニック ペインクリニック外科・リハビリテーショ
ン科・麻酔科 0537�7341

あんぬ医院 内科・神経内科 0537�8088
むぎ運動場前クリニック 内科・循環器内科・泌尿器科 0537�7755
座光寺医院 内科・小児科・消化器内科 0548�3206
永尾内科・循環器科医院 内科・循環器科 0548�6611

市地域医療を育む会
　市民自らが、健康維持・増進を
図り、地域医療に関する意識を高
め、理解を深めることで、医療者
などにとっても魅力ある地域とな
ります。「地域医療の充実」と「安
心した市民生活」に寄与すること
を目的に活動しています。
　随時、会員を募集しています。
お気軽にお声掛けください。
☎・FAX　0537� 3718
090-1624-0139� 代表 阿形操
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03 里親になりませんか　ー10月は里親月間ですー

　

子
ど
も
た
ち
は
、
温
か
い

家
庭
生
活
を
提
供
し
て
く
れ

る
里
親
を
求
め
て
い
ま
す
。

◆
里
親
と
は

　
里
親
は
、
委
託
期
間
や
目
的

な
ど
に
よ
り
左
記
の
4
種
類
が

あ
り
ま
す
。

【
養
育
里
親
】

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
っ
て

家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
を
、
家
庭
に
戻
れ

る
ま
で
、
ま
た
は
自
立
で
き
る

ま
で
養
育
す
る
里
親

【
専
門
里
親
】

　
虐
待
を
受
け
た
児
童
や
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
を
、
経
験
と

専
門
知
識
を
生
か
し
て
養
育
す

る
里
親

【
親
族
里
親
】

　

子
ど
も
の
扶
養
義
務
者
で
、

親
が
死
亡
や
行
方
不
明
な
ど
の

事
情
で
養
育
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
に
、
里
親
と
し
て
の
認
定

を
受
け
て
養
育
す
る
里
親

【
養
子
縁
組
希
望
里
親
】

　
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と

な
る
こ
と
を
希
望
す
る
里
親

◆
１
日
里
親
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

日
時　
10
月
29
日
㈰
10
時
～
15

時
30
分
ま
で

場
所　

磐
田
市
総
合
体
育
館

（
磐
田
市
見
付
４
０
７
５-

１
）

目
的　
児
童
施
設
の
子
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
合
い
交
流
を
通
し

て
、
里
親
制
度
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

内
容　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど（
参
加
費
無
料
・
昼
食
付
き
）

　
※
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
希
望

者
を
対
象
に
里
親
会
員
な
ど

と
の
座
談
会
も
あ
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
引
き
続
き

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
10
月
13
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
受
付
締
め
切
り
前
で

も
募
集
人
数
に
達
し
た
ら
受

け
付
け
を
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　県西部児童相談所　☎０５３８�２８５２
　こども未来課　☎０５３７�１１２０

02 ペットの災害対策について考えていますか？

問い合わせ　環境課　☎０５３７�１１６２

　
９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動
物

愛
護
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に

ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
い
ざ
と

い
う
と
き
、
ペ
ッ
ト
も
一
緒
に

避
難
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

困
難
な
状
況
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
家
族
み
ん
な
で
、
安
全
に

避
難
し
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
心

構
え
と
備
え
が
必
要
で
す
。

◆「
同
行
避
難
」に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か

　
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
す
る

こ
と
を「
同
行
避
難
」と
言
い
ま

す
。
過
去
の
災
害
で
は
、
飼
い

主
と
ペ
ッ
ト
が
離
れ
ば
な
れ
に

な
り
、
放
浪
す
る
ペ
ッ
ト
が
多

数
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
も
飼
い
主
の
元
に
戻
れ
な
い

ペ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

一
度
は
ぐ
れ
て
し
ま
う
と
再
会

は
困
難
で
す
。
災
害
が
発
生
し

た
ら
、
迷
わ
ず
大
切
な
ペ
ッ
ト

と
同
行
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
普
段
か
ら
健
康
管
理
と

し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う

　
災
害
は
、
人
に
も
動
物
に
も

大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
、

さ
ら
に
、
慣
れ
な
い
環
境
で
体

調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
健
康
状
態
に
注
意

し
、
ペ
ッ
ト
の
体
を
清
潔
に
保

っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
避
難
所
生
活
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
、
多
く
の
人
と
一

緒
に
生
活
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
知
ら
な
い
人
や
他
の
ペ

ッ
ト
に
ほ
え
て
し
ま
う
と
、
他

の
避
難
者
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。
普
段
か
ら
し
つ
け

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
ペ
ッ
ト
災
害
用
品
を
備

蓄
し
ま
し
ょ
う

　
災
害
時
も
ペ
ッ
ト
の
世
話
は

飼
い
主
の
責
任
で
す
。
災
害
時

に
は
な
か
な
か
物
資
が
手
に
入

り
ま
せ
ん
。
フ
ー
ド
や
水
な
ど

必
要
な
も
の
を
、
人
と
同
じ
よ

う
に
準
備
し
、
緊
急
時
に
は
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
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力を合わせ全国を目指す
第39回東海中学校体育大会に、県代表として出
場する浜岡中学校男子バレー部が８月４日、市役所
を訪れ、栁澤市長に抱負を語りました。キャプテン
を務める赤堀歩さんは「良い雰囲気をつくり、プレー
の質をあげて相手に勝ちたい」と意欲を見せました。

剣道部男女そろって東海大会
剣道団体で男女ともに第39回東海中学校総合体
育大会への出場が決まった御前崎中学校剣道部が８
月７日、市役所を訪れ、栁澤市長に喜びを報告しま
した。生徒らは「東海大会ではうれし涙で喜びを分
かち合いたい」と意気込みを語りました。

東海大会での優勝誓う
第３回東海小学生陸上競技大会５年女子１００㍍
に出場が決まった片桐明

せ い ら

星さん（浜岡東小）が８月10
日、栁澤市長を訪ね、喜びと抱負を話しました。片
桐さんは「東海大会では優勝目指してがんばります」
と話しました。

現役で活躍するシニア世代
全国健康福祉祭（ねんりんピック）の剣道競技に、
県代表として出場する松下秀夫さん（西側区）と鈴
木義美さん（中原区）が８月24日、栁澤市長を訪ね、
意気込みを話しました。２人は「力を尽くし、決勝
トーナメントに進みたい」と目標を語りました。

清龍丸が御前崎港に初入港
しゅんせつ兼油回収船「清龍丸」が８月25日、御前
崎港に初入港し、油回収とヘリコプターの離着船の
訓練を実施しました。訓練の見学には、近隣のこど
も園の園児や一般来場者約３００人が訪れ、油を引
き寄せる水流噴射の様子などを間近で見学しました。

異文化に触れ国際感覚を養う
国際的な視野を持つ人材を育成しようと、小中高
生の海外研修が８月17日～21日、16日～21日、16
日～22日にそれぞれ実施され、65人が参加しまし
た。参加者は「英語の重要性や文化の違いなどたくさ
んのことを学ぶことができた」と感想を語りました。
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雄大な眺め楽しんで
展望台に方位表示板を設置

市では８月４日、マリンパーク御前崎の港の見え
る丘富士山展望台に、方位表示板を設置しました。
表示板には、富士山を中心に南は石廊崎、北は南ア
ルプスまで、主要な山などの名称や方位が記されて
います。空気が澄んだ晴れた日に、表示板の足元に
ある足型に立ち表示板の三角印を見通すと、雄大な
富士の姿を見ることができます。展望台からは、き
れいな駿河湾も一望できます。

鍛錬の成果発揮を誓う
４人の空手家が全国へ

全国中学生空手道選手権大会と全日本少年少女空
手道選手権大会に出場する４人（写真左から髙槗優

ゆ

瞳
め

さん、髙塚彩
あ や か

夏さん、増田埜
の

愛
え

さん、伊藤悠
ゆ う み

笑さん）
が７月31日、市役所を訪れ栁澤市長に意気込みを
語りました。４人は「相手がよけきれないようにいろ
いろな技を出したい」、「春の全国大会では３位だっ
たから今回は優勝したい」など一人一人目標を宣言
しました。

地域の安全安心を強固に
災害協定を市内３社と結ぶ

市は災害時における応急対策や災害復旧対策を円
滑に実施するため８月21日、市内の企業３社と災
害協定を締結しました。災害が発生した際、ドロー
ンを使った被災状況の把握や人材・資機材の提供、
避難先リストの情報入手などの支援がされること
になりました。【協定先】一般社団法人日本ドローン
ビジネスサポート協会 aotori 静岡本部スカイアイ、
株式会社望月塗工、日本郵便株式会社

被災地の復興願って
市茶業振興協議会長の栁澤市長と御前崎つゆひか
り普及会の河原﨑義晴会長は８月24日、豪雨被害
に遭った九州地方と秋田県の復興に役立ててもらお
うと、４月に開催した「つゆひかりカフェ」の売上金
の一部を市社会福祉協議会の大川修

のぶひろ

弘会長へ義援金
として手渡しました。河原﨑会長は「災害は誰の身
にも起こりうるもの。少しでも被災地の助けになれ
ばうれしい」と話しました。

売上金の一部を寄付
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

日本サーフィン連盟の主催でキッズ・プール・サー
フィンスクールが、Ｂ＆Ｇ海洋センターで開かれ、小
中学生18人が参加しました。最初は難しかった板の
上に立つ動作もすぐに上達し、サーフィンの楽しさを
体験しました。山﨑咲

さ
那
な
さん（御前崎小６年）は「水の

上に立つのが楽しかった」と話しました。

目指せ！オリンピック選手

◀講師に板を押してもらいバランスをとって進む

７/31

県温室農業協同組合静南支所が夏作メロン品評会を
初めて道の駅「風のマルシェ」で開きました。同支所長
の山下智久さんは「日頃から農作物を売っている場所
で開催することで、アローマメロンを身近に感じても
らえたらうれしい」と話しました。当日はメロンの抽
選会も実施され、道の駅利用者を楽しませました。

メロンをより身近な存在に

◀見た目や味、糖度で審査していく

８/18

御前崎市と牧之原市の小学４年生から６年生17人
が、御前崎港マリーナで開催されたヨット教室に参加
しました。講師である相良高校ヨット部の部員らと一
緒にヨットに乗りながら、操

そうだ
舵の仕方を教わった参加

者は、「速度を変えるのが難しかったけど風を感じられ
て楽しかった」と話しました。

風を操りヨットを動かそう

◀ヨット部の生徒にこつを教わる児童ら

地元有志で立ち上げた「城山古道保存会」が、古道の
復元作業を実施し、25人が参加しました。参加者は、
戦国末期の山城である「比木城山」の古道をウオーキン
グコースとして整備するため、生い茂る下草や道にか
かる木の枝を払い、道が崩れていた部分を重機で補修
しました。

地域で協力して古道を復元

◀邪魔になる枝を切り落とし道の脇へ寄せていく

８/20

８/21

OMAEZAKI 8



　
御
前
崎
市
出
身
の
飯
塚
翔
太
さ
ん

（
ミ
ズ
ノ
所
属
）が
、
8
月
に
ロ
ン
ド

ン
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
世
界
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
の
男
子
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
3
位
と
な
り
、

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
飯
塚
さ
ん
は
、
予
選
か
ら
決
勝
ま

で
第
2
走
者
を
務
め
、
日
本
チ
ー
ム

の
入
賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
28
日
に
は
、
飯
塚
さ
ん
が
市
役
所

を
訪
れ
、
市
民
や
市
職
員
ら
が
出
迎

え
ま
し
た
。
栁
澤
市
長
は「
昨
年
に

続
い
て
大
き
な
感
動
を
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
一
同
応
援
し

て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

世界陸上男子4×100ｍリレー
� 銅メダルを獲得！

飯塚選手再び
の快挙 !

　
世
界
陸
上
に
お
き
ま
し
て
温
か
い

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
昨
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
い

て
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
、
自
分
の
役
割
に
徹
し
、
お

互
い
を
信
頼
し
合
う
日
本
の
チ
ー
ム

力
の
高
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。
リ
レ
ー
の
決
勝
で
は
子

ど
も
の
頃
の
運
動
会
の
よ
う
に
無
我

夢
中
で
走
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　
レ
ー
ス
後
の
ウ
イ
ニ
ン
グ
ラ
ン
で

は
、
開
催
国
の
イ
ギ
リ
ス
の
方
々
が

立
ち
上
が
っ
て
拍
手
を
送
っ
て
い
る

姿
を
見
て
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
、
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
種
目
に
お

い
て
決
勝
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
は
立
て
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
、
パ
ワ
ー
を
与
え

ら
れ
る
選
手
に
な
っ
て
い
き
ま
す
の

で
こ
れ
か
ら
も
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
メ
ダ
ル
と
一
緒
に
皆
さ
ま
と
お
会

い
す
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

飯塚選手からのメッセージ

▲�左から藤光謙司選手（ゼンリン）、桐生祥秀選手（東洋大学）、飯塚翔太選手（ミズノ）、多田修平選手（関西学院大学）写真：月間陸上競技

▲�今大会の銅メダル獲得の喜びを話すとともに、東京オリン
ピックについての抱負を語りました。

9 OMAEZAKI



No.21

照　会　社会教育課　☎０５３７�８７３５
　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大 河 ド ラ マ

新野左馬助親矩
特別編

市
は
原
子
力
に
対
す
る
正
し
い

知
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、「
こ
ど
も
発
電
施
設
等
見
学
会
」

を
８
月
10
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
見
学
会
は
、
平
成
16
年
度

か
ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
参
加

者
は
原
子
力
発
電
と
火
力
、
水
力

発
電
と
の
発
電
方
法
や
仕
組
み
の

違
い
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
市
内
の
小
学
４
～
６

年
生
と
そ
の
保
護
者
、
中
学
生
の

計
32
人
が
参
加
し
、
三
重
県
の

「
川
越
火
力
発
電
所
」
と「
川
越
電

力
館
テ
ラ
46
」を
見
学
し
ま
し
た
。

同
発
電
所
は
、
平
成
元
年
か
ら
稼

働
し
て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
※
を
燃
料
と

し
た
国
内
最
大
級
の
火
力
発
電
所

で
、
併
設
さ
れ
た
電
力
館
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
生
活
の
関
係
を
体
験

し
な
が
ら
学
べ
る
展
示
館
で
す
。

発
電
所
で
は
、
中
央
制
御
室
や

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
を
見
学
し
、
電

力
館
で
は
、
発
電
所
紹
介
パ
ネ
ル

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
物
に
触

れ
な
が
ら
、
エ
コ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

※
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
・
・
液
化
天
然
ガ
ス

こ
ど
も
発
電
施
設
等
見
学
会
を
開
催

井伊家を必死に守ろうとしたのが「おんな城
主 井伊直虎」ならば、「死しても今川の守護たら
ん」として、今川館の鬼門の方角にあたる龍

りゅう
雲
うん
寺
じ

（静岡市葵区沓
くつのや
谷）に埋葬されたのが、「女戦国大

名 寿
じゅ
桂
けい
尼
に
」である。寿桂尼は、大永６年（1526年）

に夫氏親の病死後、長男氏輝が16歳になるまで
の２年間、自身の印判を用いて公的文書を発給
し、国務を取り仕切ったとされる。その寿桂尼
の寄進状（1526年）「新野池成新田百町の事」は、
義忠の菩提寺昌

しょう
桂
けい
寺
じ
（菊川市：現正林寺）に、新

野池を開発した土地（池成新田）百町（約100ヘク
タール）を寄進したものである。
新野池は、貞

じょうわ
和３年（1347年）の高松神社文書

に「干上がり」と記載されており、さらに氏親の
代（1500年頃）には、新野池の新田開発が百町に
達したと思われる。その後、高天神の戦乱で新
田は荒廃したが、大石宗

そう
兵
べ
衛
え
久
ひさ
末
すえ
親子により新

野池の排水路工事が行われ、慶長10年（1605年）
には本高1450石、新高360石の新田の開発と
なった。

寿桂尼
生年未詳～永禄11年（1568年）
戦国大名今川氏親の正室。
藤原北家中

なかみかど
御門家（公家）の出自。

子に今川氏輝、義元。
今川氏親、氏輝、義元、氏真の
４代にわたって今川氏の政務を
補佐し「尼

あまみだい
御台」と呼ばれた。

寿桂尼と新野池成新田

▲寿桂尼画像（正林寺所蔵）

▲寿桂尼墓所（手前が寿桂尼の五輪塔）

▲説明を聞いてから発電所を見学
OMAEZAKI 10



文芸
おまえざき

俳句　おまえざき俳句会

照　会　市立図書館アスパル　☎０５３７�８１８１

山村武彦／ＰＨＰ研究所

猛
暑
日　

シ
ー
ス
ル
ー
の
金
魚　

得
意
顔�

長
尾
美
喜
子

限
ら
れ
た
命
を
燃
や
し　

蝉
絶
唱�
長
尾
美
喜
子

年
輪
が
お
腹
と
背
中
を
丸
く
す
る�
中
嶋
み
ど
り

里
帰
り　

母
に
寄
り
添
い
お
茶
を
飲
む�

中
嶋
み
ど
り

ほ
っ
こ
り
と
ち
ぎ
れ
雲　

ご
き
げ
ん
な
心
乗
せ
て�

山
本　

英
子

ザ
ブ
ザ
ブ
と
素
麺
洗
う　

水
害
地
思
い
な
が
ら�

山
本　

英
子

一
輪
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
に
見
ら
れ
て
い
る
の
は
私�

山
本　

英
子

君
と
居
た　

永
遠
と
想
わ
れ
た
夢
中
の
日
々�

増
田　

葉
子

悩
み
よ
あ
り
が
と
う　

真
剣
に
生
き
る
原
動
力�

増
田　

葉
子

娘
不
在　

小
鳥
の
声
に
ぎ
や
か
な
る�

増
田　

葉
子

「
お
大
事
に
ね
」
握
る
手
放
さ
ぬ
病
床
の
友�

栗
林　

純
子

「
頑
張
れ
」
の
こ
と
ば
の
意
味
を
噛
み
砕
く�

栗
林　

純
子

混
乱
す
る
脳
へ
花
の
絵　

言
葉
そ
え
て
書
く�

増
森
き
く
江

太
陽
転
が
る　

部
屋
の
片
す
み�

増
森
き
く
江

乗
り
合
い
バ
ス
青
田
に
広
が
っ
て
い
く
青
春�

小
野
田
重
代

草
む
し
る　

梅
雨
の
顔
に
な
る
老
婆�

小
野
田
重
代�

気
ま
ま
な
旅
も
い
い
ね　

は
ぐ
れ
雲�

小
野
田
重
代�

白
椿　

白
の
思
い
出
抱
い
て
散
る�

鈴
木　

喜
夫�

起
き
た
て
の
顔
が
ユ
リ
と
出
会
う
平
和�

鈴
木　

喜
夫

言
い
た
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ
る　

雨
を
盛
る�

鈴
木　

喜
夫

●一般
○ブラックホールをのぞいてみたら（著者／大須賀健）
○太らない夜遅レシピ（編／主婦の友社）
○はじめてのママカメラ（著者／今井しのぶ）
○おもしろサイエンス 温泉の科学（著者／西川有司）
○四継 ‐2016リオ五輪、彼らの真実 ‐（著者／宝田将志）
○日本茶の近代史 幕末開港から明治後期まで（著者／粟倉大輔）
○終わりなき侵略者との闘い（著者／五箇公一）
○言の葉の庭（原作／新海誠　著者／加納新太）
○図書館徹底活用術（監修／寺尾隆）

●子ども
○幽霊屋敷のアイツ（作／川口雅幸）
○おつきみバス（作・絵／藤本ともひこ）
○にこにこばあ（作／新井洋行）
○そらの100かいだてのいえ（作／いわいとしお）
○マンガでおぼえるコミュニケーション（作／齊藤孝）
○新幹線大集合！スーパー大百科（監修／山﨑友也）
○うし（詩／内田麟太郎　絵／高畠純）
○辞書びきえほん ことわざ（監修／陰山英男）
○ジュニア空想科学読本11（著／柳田理科雄　絵／きっか）

真ん中の子どもたち
　台湾人の母と日本人の父の間
に生まれ、日本で育った琴子は、
中国語を勉強するため上海へ留
学するが…。
　国境や言語を越えて自らのア
イデンティティを探し求める若
者の姿を描く作品。

温又柔／集英社

みんなの防災えほん
　地震、津波、台風、大雨、大
雪、雷、竜巻、火事…。災害が
おこったとき、自分がいつ、ど
こにいても、安全な場所へ逃げ
られるように具体例をまじえな
がら学んでいこう！身をまもる
ための知識がつく一冊。
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歌
か
ら
吟
詠
へ

日
本
の
伝
統
芸
道
の
一
つ
で
あ

る「
吟ぎ
ん
詠え
い
」。
こ
の
吟
詠
の
世
界
に

身
を
置
く
石
津
さ
つ
子
さ
ん
は
、

７
月
に
開
催
さ
れ
た「
全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
中
部
地
区
大
会
」
で

第
５
位
と
な
り
、２
回
目
の
全
国

大
会
出
場
を
決
め
た
。

小
さ
な
頃
か
ら
歌
が
得
意
で
、

学
校
行
事
で
も
た
び
た
び
独
唱
を

任
さ
れ
て
い
た
と
い
う
石
津
さ

ん
。
高
校
２
年
生
の
時
、
父
親
に

吟
詠
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
吟
詠
歴
は
約
60
年
。「
父
に

教
わ
り
な
が
ら
毎
晩
練
習
し
て
い

た
。
昔
は
防
音
室
な
ん
て
な
か
っ

た
か
ら
、
一
番
音
が
漏
れ
な
い
米

倉
が
練
習
場
所
だ
っ
た
」
と
な
つ

か
し
そ
う
に
振
り
返
っ
た
。

指
導
者
と
し
て
の
喜
び

石
津
さ
ん
は
こ
の
８
月
、
所
属

し
て
39
年
と
な
る「
日
本
国
民
吟

詠
道
中
遠
吟
詠
会
」
の
会
長
に
就

任
し
た
。
会
長
に
な
る
と
、
大
会

で
は
審
査
員
側
に
回
る
た
め
、
石

津
さ
ん
が
大
会
に
出
場
で
き
る
の

は
今
回
が
最
後
だ
。「
寂
し
い
け
れ

ど
、
一
区
切
り
つ
い
て
少
し
ほ
っ

と
す
る
。
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う

に
吟
じ
き
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
指

導
者
と
し
て
の
力
を
一
層
伸
ば
し

た
い
」と
語
る
。

現
在
、
同
会
に
は
28
人
の
会
員

が
い
る
。「
熱
意
を
も
っ
て
指
導
し

た
分
だ
け
、
意
欲
的
に
練
習
に
励

ん
で
く
れ
る
弟
子
ば
か
り
で
指
導

者
冥み
ょ
う
り利
に
尽
き
る
。
自
分
が
歩
ん

で
き
た
道
を
受
け
継
い
で
く
れ
る

人
が
い
る
の
が
誇
ら
し
い
。
弟
子

の
上
達
を
実
感
で
き
る
と
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
本
当
に
う
れ
し

い
」と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

吟
じ
手
ご
と
の
味

吟
詠
は
漢
詩
や
和
歌
を
独
特
の

節
回
し
で
歌
う
。
石
津
さ
ん
は
特

に
漢
詩
の
吟
詠
を
好
ん
で
い
る
。

「
た
っ
た
二
十
数
文
字
の
中
に
込

め
ら
れ
た
思
い
。
こ
れ
に
ど
れ
だ

け
共
感
し
、
ど
れ
だ
け
感
情
を
入

れ
て
伝
え
る
か
が
吟
詠
の
肝
で
あ

り
、
吟
じ
手
ご
と
の
味
が
出
る
魅

力
的
な
と
こ
ろ
」と
話
す
。

最
近
は
吟
詠
を
す
る
人
が
減
っ

て
き
て
い
る
の
が
石
津
さ
ん
の
悩

み
。「
吟
詠
は
も
と
の
詞
を「
素そ

読ど
く

１
０
０
回
」
と
い
う
よ
う
に
熟
読

す
る
こ
と
や
詞
を
暗
記
す
る
こ
と

が
基
本
。
脳
の
活
性
化
に
も
よ
い

の
で
、
ぜ
ひ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に

参
加
し
て
ほ
し
い
」と
勧
め
る
。

石
津
さ
ん
の
吟
詠
を
愛
す
る
気

持
ち
が
伝
わ
り
、
魅
力
が
多
く
の

人
に
広
ま
っ
て
ほ
し
い
。

石
い し

津
づ

 さつ子 さん

詞にこもる思いを歌に昇華する吟詠家

いしづ　さつこ（西側区・75）
吟詠家。吟号は石津範

はん
優
ゆう
。

日本国民吟詠道中遠吟詠会会長。58歳
から剣舞にも挑戦し18年間たしなむ。

▲吟詠に合わせ剣舞を披露する石津さん
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活気に満ちた
� 夏のひととき

➊約５０００発の花火が打ち上げられた ➋「だっくら丸」を海の中で大きく揺り動かす ➌迫力ある「なぶら御前太鼓」 ➍開店
に向け準備する出店者 ➎老若男女楽しめる盆踊り ➏浴衣を着た人々が会場を彩る ➐フラダンスの衣装に身を包んだ女性た
ち ➑ダンスを披露する子どもたち ➒山盛りのかき氷を笑顔で受け取る ➓威勢のいい掛け声でだっくらが始まる

➓

　「御前崎みなと夏祭２０１７」が８月５日、マリンパーク御前崎で開かれ、市内外から約
３万１０００人が来場しました。海の男の神事「だっくら」から始まった夏祭りは、日の傾
きとともに、にぎやかさを増し、たくさんの笑顔であふれていました。最後は色とりどり
の花火が、夏の暑さを吹き飛ばすように夜空に大輪の花を咲かせました。

２０１７２０１７

➒➑➐

➏➎➍

➌

➋

➊
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人　口 33,262（－16）
男　 16,878（－９）
女　 16,384（－７）
世帯数 12,069（+11）

（平成29年８月末日現在の速報値）

　第16回世界陸上競技選手
権 大 会 が８月４日 ～13日、
ロンドンで開催されました。
最終日の男子４×１００ｍ
リレー決勝では、38秒04のタ
イムで日本は３位となりまし
た。世界選手権のリレーでは
初のメダル獲得で、飯塚選手
は２走を務め、力強い走りを
みせました。

　今年の夏はスポーツが熱
かった！表紙を飾る飯塚選
手。見開きで紹介したサー
ファー。東海・全国大会への
意気込みを語ってくれた子ど
もたち。さまざまなスポーツ
選手に出会いました。皆さん
に共通していたのは、自分の
限界を決めず上を目指し続け
る精神力、そしてそのスポー
ツを大好きだと思う心でし
た。まさに好きこそ物の上手
なれ、ですね。
　すてきな広報をつくるため
に、私ももっともっと好きに
なろう！� Ｃ

なたも参加しませんか。
日　時　11月７日㈫、12月18日㈪
の２日間�９時15分～11時45分

場　所　磐田市総合健康福祉会館
ｉプラザ２階会議室

対　象　保育士資格などの取得を
目指す人。子どものいる保護者
を優先します。（定員60人）

参加費　無料
申し込み　受講申込書をこども未
来課に提出（メール、ＦＡＸ、
郵送可）

募集期間　９月15日㈮～10月３日㈫
※詳細は市ホームページをご覧く
ださい。

照　会　こども未来課
　☎０５３７�１１２０

新野左馬助公の里 
市民歴史講座を開催
　市では、市民歴史講座の参加者
を募集します。
対　象　満16歳以上の市民（先着
50人）

参加費　無料（第５回「直虎ゆかり
の里見学」の施設入場料や昼食
代などについては実費負担）

申込期間　９月15日㈮～10月２日㈪
▶【第１回】
内　容　「新野からみた井伊直虎」
日　時　10月14日㈯
� 13時30分～15時
場　所　佐倉公民館
▶【第２回】
内　容　「井伊直虎と新野左馬助
の実像に迫る」

日　時　10月21日㈯
� 13時30分～15時
場　所　佐倉公民館
▶【第３回】
内　容　「高天神城を支援した新
野郷の山城」

日　時　10月28日㈯
� 13時30分～15時
場　所　佐倉公民館

▶【第４回】
内　容　ノルディックウォーキン
グで新野左馬助公の里めぐり

日　時　11月３日㈮
� ８時～12時30分
場　所　新野地区
▶【第５回】
内　容　直虎ゆかりの里「長野県
高森町」の見学

日　時　11月17日㈮
� ６時30分～19時
場　所　長野県高森町
※詳細はお問い合わせください。
申し込み・照会　社会教育課
　☎０５３７�８７３５

高齢者を支えるサポー
ターになりませんか
　「御前崎市ささえあいサポータ
ー養成講座」を開催します。
　高齢者の生活を支援するため
の基礎知識や実践方法を学びま
せんか。
日　 時　11月６日㈪、13日㈪、20
日㈪、27日㈪の４日間
� 13時30分～15時30分
場　所　佐倉公民館
対　象　市民
参加費　無料
申込期限　10月13日㈮
照　会　社会福祉協議会
　☎０５４８�５２９４

自衛官になって安心 
して暮らせるまちに
　防衛省では、防衛大学校、防衛
医科大学校医学科学生・看護学科
学生（自衛官候補看護学生）を募集
しています。
申込期限　９月29日㈮
※詳細はお問い合わせください。
照　会　静岡地方協力本部　袋井
地域事務所
　☎０５３８�３７１７
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お知らせ 
information

10月1日から新しい保
険証で受診しましょう
　国民健康保険被保険者証（保険
証）が新しくなります。
　クリーム色の新しい保険証は、
9月中旬から世帯主あてに加入者
全員分を郵送します。
　現在お持ちのうぐいす色の保険
証は、10月になりましたら各世帯
で責任をもって処分いただくか、
市民課または御前崎支所まで返却
してください。
照　会　市民課国保年金係
　☎０５３７�１１７１

安定ヨウ素剤 
追加配布のお知らせ
　原子力災害に備えて安定ヨウ素
剤の追加事前配布説明会を実施し
ます。
対象者　市内在住で、まだ安定ヨ
ウ素剤を受け取っていない人

持ち物　整理券、チェックシート
（記入済みのもの）、服用中の薬
の名前が分かるもの

▶【第１回】
日　時　10月15日㈰
� 9時00分～18時30分
場　所　市役所西館３階
▶【第２回】
日　時　11月11日㈯
� 14時00分～18時30分
場　所　白羽小学校体育館
照　会　危機管理課
　☎０５３７�１１１９

10月16日㈪～22日㈰
は行政相談週間
　雇用、年金、登記、河川、道路
などの国の仕事の手続きやサービ

スについて、相談日を設けます。
お気軽にご相談ください。
日　時　10月16日㈪、17日㈫
� 13時30分～15時
場　所
　16日：ふれあい福祉センター
� 「なごみ」１階相談室
　17日：浜岡福祉会館相談室
照　会　総務課
　☎０５３７�１１３２

母子父子寡婦福祉資金
を貸し付けます
　子どもが高校、大学などに入学
予定のひとり親家庭を対象に、無
利子の資金を貸し付けます。保証
人は不要です。
資金種別　就学支度資金・修学資金
申込期限　10月27日㈮
申し込み・照会　こども未来課
　☎０５３７�１１２０

重度心身障がい者の 
がん検診などについて
対象者　重度心身障がい者（身体
障害者手帳１・２級）で集団検診
を受診できない人（事前申し込
み制）

検診機関　市立御前崎総合病院
期　間　11月１日㈬～12月15日㈮
申込期限　10月31日㈫
※詳細はお問い合わせください。
照　会　健康づくり課
　☎０５３７�１１２３

秋の農作業安全運動の 
お知らせ
　９月１日～10月31日までの２
カ月間、秋の農作業安全運動が実
施されます。
　秋は農作物の収穫期を迎え、農
業機械を利用する機会が多くなり
ます。農作業中の事故の多くが単

純なミスによるもので、十分注意
することで防ぐことができます。
事故の原因を一つずつ取り除き、
農作業事故ゼロを目指しましょう。
【注意のポイント】
・農業機械は適切に管理し、利用
しましょう
・適度な休息を取りましょう
・歩行用トラクターなど小型の機
械でも油断は禁物です
・焼却作業中のやけどや転倒、熱
中症などにも注意しましょう

照　会　農林水産課
　☎０５３７�１１２５

募　集 
invite information

平成29年度高齢者健康
講座を開催します
　「加齢と膝の痛み～予防と治療
について～」をテーマに高齢者健
康講座を開催します。講演を聴い
て元気な身体づくりに役立てまし
ょう。
日　時　10月26日㈭
� 13時30分～14時30分
場　所　池新田公民館
内　容　加齢と膝の痛み～予防と
治療について～

講　師　松井弦一郎氏（おまえざ
き痛みのクリニック院長）

参加費　無料
申し込み　不要
照　会　高齢者支援課
　☎０５３７�１１１８

保育・子育てニーズ 
対応チャレンジ事業
　「子育て経験」を生かした再就
職・再チャレンジを支援するため、
保育や子育て現場の従事に役立つ
講座を開催します。
　キャリアアップを目指して、あ
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キャベツ �  ４枚
ニンジン �  50㌘
長ネギ �  30㌘
干しシイタケ �  ２枚
春雨（戻し） �  20㌘
ごま油 �  小さじ１
しょうゆ �  大さじ１

材料（４人分）

▶１人分=56kcal

1キャベツはざく切りに、ニンジン
は短冊切りに、長ネギは３㎝幅に
してから縦に細く切る。干しシイ
タケは水で戻し、薄く切る。

2強火のフライパンでごま油を熱し、
ニンジン、キャベツを入れて軽く炒
め、シイタケを加えよく炒める。

3全体に火が通ったら長ネギ、春雨
を加え炒め、しょうゆを加えてよ
く混ぜる。

韓国風五色炒め

９

江
え

藤
とう

花
か

穂
ほ

ちゃん２歳
（西側区）

大
おお

橋
はし

翔
しょうま

真くん２歳
（塩原）

増
ます

田
だ

晴
はるき

希くん２歳
（佐倉二区）

沖
おき

 瑠
る

晟
い

くん３歳
（門屋）

永
なが

﨑
さき

航
こ う た

大くん１歳
（門屋）

佐
さ

藤
とう

希
き

衣
い

ちゃん１歳
（大山）

長
なが

尾
お

昇
しょうま

磨くん１歳
（本町）

かわいい笑顔を募集します。

対 象：11月 生 ま れ の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：10月９日㈪、10日

㈫の２日間、８時15
分～17時

（最大８枠。先着順
）

◆申込先：市役所総務課

�  ☎０５３７�１１３２

普段の食事に

“野菜プラス 1
皿”

このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。

沖
おき

 大
や ま と

和くん２歳
（新野南）
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